








研究目的 

前回,われわれは,超未熟児における母乳栄養群と人工栄養群に対し,短期発育,長期発達お

よび感染防禦などについて検討した。症例数が充分でなかったため,ある程度の傾向を知る

ことができたが,発育については,出生体重への復期日数の比較で,人工栄養群に比して母

乳栄養群は約 1週間おくれるという事がわかった。しかしその後の経過も,症例数が少なく,

十分な結果は未だ出し得ていない。また,超未熟児の場合は症例それぞれに特有の所見や合

併症を有する事が多いため,栄養法以外の因子が関与する可能性が強くなる。そこで,今回

は,極小未熟児を対象として,母乳栄養群と人工栄養群の長期発育を比較検討してみること

にした。 


